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i　はじめに

　橿鳥大学醗属小学校は，平成2年度からゼ豊か

な学びの力善をテーマに教鳶・癖究に取り懇んで

いる。羅綾の体欝科では，体奢新教毒における

1茸豊かな学びの力轟として，『運動観察」，『運動共

感」．皿運動転移、をあげ，初年度としてはとくに

運動観察能力の音域を中心に新しい授業の麟造を

模索してきた。

　私は，繭繕の論文r体育科教脅における運動観

察能力育成に関する講究（その衿裏文献7〉にお

いて，まず体育教育における罫豊かな学びの力謹と

は，ある運動が単に「できる」や一わかる」にとどま

らず，わかむっつできる」，あるいは一できっっ

わかる」といった技能と認識の薦面のカを獲籍す

ることであることを，スポーツ運動学的な観点か

らとらえなおしてみた。

　続いて，晃童が行う運動観察の内容を自己と地

者の■二つに分け，滝童のなかでこの二つの能力が

嘉まりゆく縫線と，運動そのものの習熟｛立癬との

麗係について考察した。さらに最後に．体育実践

のなかで，運動学習の．主体である児童が行った肖

己観察や地壱観察の結果で昂る諸記述は，たとえ

それが未だ不分霧で客観性に欠けるものではあっ

ても，そうした記述や表明のなかにこそ，運動の

習得や修正のための重要なヒントが内包されてお

り，教麟はそれを決して軽観してはならないこと

を指摘しておいた。

　こうした運論的枠綴をベースにして，本論で

は，平成2年度の纏島大学繋属小学校覇究公開の

際に，私が跡需指導者として関わった，鶴巻弘士

教諭のとび箱運動の授業を分析・験諒していくこ

とを暮的としている。この授業は，参観した多く

の教締から葬常に高い評轟を得ていたが，その授

業のなかで，鶴巻教諭がどのような点を翫慮し

て，児童の技能獲得と運動観察籠力青銭の轟轟を

指導していったのかについて，運動学ならび紅蓮

動力法学の視点から考察してみようと疑うのが，

本論の意緩するところである。

豆　蒼はねとび指導の問題点

調　捲導要領改定の波紋

　舞繰葺三に改定されて以来，約欝年間にわたって

小学校教育の指斜とされてきた小学校学習捲導要

領は，新学習捲導要領（掘総年生月公示）をもって

その任を終えることになった。それにともない小

学校の体育科教育でも多くの変更が嫌えられた

が，器械運動においても，かなりの蔀分が改定さ

れた。

　器械運動において，もっとも大きな変更点と

なったのは．これまで器械運動の種目特性とされ

てきた「克羅スポーツ誰という言葉力く，新捲導要領

から湾えたことである。器械運動を「克醸スポー

ツ、乏してとらえることによっておこる弊害につ

いては，すで婁びg85奪の雛譲（文献5）のなかでも

指摘しておいたが，今懇の改定によって，そうし

た基本嚢勺な鶏題が是1死されたことは大い毒こ評猛iし

てよい。

　こうした大きな変更とは惣こ，器械運動の各種

§のなかでも，そこで取り籔われる教紡がいくつ

か変更された。そのなかでも多くの小学校の教舗

を驚かせたのは，とび箱運動の中1こ「着はねとび、

や『 ｪはねとび、といった，一一見葬常に難しく患わ

れる技が採絹されたことである。

　すでに周知のように，とび箱運動には二つの技

群がある。すなわち一・っは，闘聯とびゃ馨灘とび

峯こ代表される炭転系鼓欝，ないしは切む返し系鼓

舞と轟手ばれるものであり，もう一一っ｛ま，合一と蔚転

や首はねとびなどのような痙転系の鼓舞である。

　これまでの小学校教輯は，反転系の技が主流を

占めており，演転系の技は，せいぜい台上前転が

行われていたにすぎない。こうしたこれまでの経
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緯のなかで，今繕の鮨導要領の改定によって急に

蓉はねとびや頭縁ねとびが教樗として取参上げら

れたことに報して，多くの小学校教編が驚きを禁

　じ得なかったことは無鍵からぬ話であった。それ

というのも現職の撚翻なかには，これらの技

を§分で実際にやったことも，また教えた経験も

ないという人がほとんどだったからである。

　　したがって今繕の指導要鎖が発表されると，多

くの教締がこの技の捲導法に濯悪したようで，実

技講習会などに鑛籍するたびに，これらの按は難

しいし，危険性が高いのではないかとか，いった

いどうやって指導すればよいのかといった質問が

数多く鐵されていた．さて，多くの小学校の教麟

を当惑させた首はねとび（頭はねとび〉という技

は・いったいどういう経遍をたどる運動なのであ

ろうか。そして，本当にそんなに難しい鼓なので

あろうか。着（頭〉はねとびの運動経遍は，およそ

次のようである。

　まず颪罵で踏み切って，鉢をまるめながら表方

左右軸懇転をして着手し，猷頭〉を支えにしてま

るめられていた鯵を鋭くはね坤ばし，講時に請手

で押し放して，空中でいったん体を反らせてから

着地1こいたるという技である。確か1こ，これまで

小学校のとび箱運動で行われていた開輝とびや醗

轟とび・あるい姦始童蒙転などと匙べて，見た目

には難しそうな肇象を受けがちな技である。しか

しこの技の運動構造を鍵解し，それに基づいた鍛：

踏的な捲導方法をとるならば，実際にはそれほど

難しい技で縁ない。むしろ靉靆とびや湖灘とびの

ような反転鼓群よりも，亀験1猛は少ないとさえ言

えるほどである。

　鶴巻教論は，この技を教轍こ取り上げ，運動観

察能力の育成をめざした授業を実践したわけであ

るが，この授業実践を検討していくためにも，ま

ずはじめにこの技の運動購造を明らかにしておく

必要があろう。

合には，醸転の切り返しがうまくいかず頭から墜

落してしまう危険性が葬常に高くなってしまう。

　愚妻にとび箱運動の授業で，頚椎掻傷による死

亡や，下半身不随という痛ましい事故が何度も起

こっているが，そのほとんどがこの反転系の技で

あることからも　この授爵の見た疑以との危険性

が瞬らかになってこよう。

　これに鰐して纒2の醸転系の技は，踏切り後，

第一一空中穏繧で表方左右軸嬬転をして着手し，そ

のままさらに蘭方懇転を続けて着地にいたる技群

である。その際，台■とに着ゆ背中→綾というよう

に体を纐次に接纏させながら羅転していくのが
1『

∮y蔚転」である（図2）。遽転とび系の技は，こ
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の“ 莓n蒙転」にはじまって，台への接触醸が次第

に少なくなっていく方幽へと発展していく。すな

わち，着が台に接舷すると瞬時に，まげられてい

た綾をはね紳ばしてとぶ「蓑はねとび」や，潮頭都

を台に触れさせておいてからはねとぶ！頭はねと

び三，さらには手だけで突き放して懇転とびをす

る一倒立懇転とび」へと発撰していくのである。

3　菖はねとびの指導上のポイント

　懇転系の鼓舞の運動購造と発展綬鶏が萌らかに

なったところで，首はねとびを指導する上で，

もっとも重要なポイントとなる点について確認し

ておく必要があろう。

　図3でも聡らかなよう1こ，この妓の成歪を握っ

て疑るポイントは，まげられている体を鋭くはね

坤ばすという動作（Ki欝》e蜘we9翠蔓g）と，そのタ

イミングである。一般に，髭童はこうした誌を鋭

くはね紳ばすという運動の経験が乏しいために，

予鐵練習もなくこの技をやろうとしても，なかな

かうまくいかないことのほうが多い。また痙転の

後半のある時機に，鋭いはね坤ばし動作を行う必

要があり，その時機が早すぎれば，鉢は真上に．と

弄するだけで再び落下し，腰をとび箱で強打する

ことになる。また逆にその時機が遅すぎれば，合

一矯蕎転との区溺が暖妹になり，首はねとびとはい

えないような実施になってしまう。

　したがって，この鼓の鮨導にあたっては，まげ

られた体を鋭くはね紳ばすという，舞嚢常的な動

作を習得させることと重んで．懇転の経遍にあわ

せて，適切なタイミングでその勤炸が行えるよう

に，空聡的な位羅感覚を鋭くさ・せることが重要と

なってくる。つまり単にある姿勢変乾ができると

いうのでは不十分で，いつ，どんなスピードでそ

れができるかということが重要になってくるので

ある。

　もちろん，こうしたことはなにも着はねとび紅

霞つたことではなく，天賜の行うあらゆる運動の

成否を浸めるポイントでもある。そしてその空鰯

鯨一時間約分簾（そのときどきに適切な姿勢）と，

力動的一時闘約分簾（華ズム，テンポ，流れなど）

を客観的かっ主観的に認識するために必要なの

が，運動の地者観察であむ§己観察なのである。

　とりわけ，首はねとびのような・一定のスピード

をともなって行われる騒転のなかで，適切なタイ

ミングで不橿れな勤馨を行うことは，確かに難し

いことではある。しかし逆に害えば，影誤を含ん

だ飽煮の運動を手纏に観察することで得られる精

鞍と，藏時に窪らの実旛によって得られる感覚精

幸嚢とを羅ミ会・させながら，あるときふっと着はねと

びという運動が「できる、．というところにこそ，

罫豊かな学びの力垂が確実に育まれているといえる

のではないであろうか。こうしたことをふまえた

tで，鶴巻教鍮の授業実践の異体的な換討に入っ

ていくことにしたい。

組　鶏巻実践の運動方法学的考察

　すでに述べたように今繕の鶴巻教護の実践は，

観究公騰に参集した多くの教轟から高い評懸を受

けていた。その蓬密の一つには，わずかな時間の

なかで，クラス全員の晃童が蓑はねとびをできる

よう1こなったという，いわば表面的な成果が諄懸

されたということもあろう。しかし以下の考察で

溺らかになるように，導入，展覇，まとめといっ

た一連の授業プ嚢セスのなかで，発童たちの両鶴

な気づきを挺すような旛導方法が，数多く取り入

れられておむ，それが熱率釣な課題達成につな

がったわけである。以下に，こうした鶴巻教護が

繕いたいくつかの指導方法に麗して，主として運

動方法学的視点から，授業の流れに紛いながら考

察していくことにしたい。

墨　導入における詣導方法の考察

鞠　説瞬と発錫の検討

　鶴巻教諭は，まず授業のはじめの5分縁どを

痩って，台上蕪転の一連の動きを示した絵を提示

しながら，一横のとび籟で台上表転はできるか」と

いう発問を蕎つた。この最擁の発縫によって，蔚

時にすでに学習した，腰の荻りと手の押し放しを

濯いれば，背中や腰を台に縺れることができない

穫置きでの金上前転も，善の辺りをつくだけで繕

転できるような見通しを，全員にもたせることに

成功している。潮時にそうした金上前転ができる

ようになれば，この時間の課題である首はねとび

も，その延長一しで可能なのだということを，児童

欝らが気づいていけるような導入であった。

　授業の導入において，その時間の課題を霧確に

鷺らしめることは誰しも行うことで，少しも珍し

いことではない。しかし，それが教轟の一方的な

説絹や提示に終始したのでは，学習者縁単にその

課題について・一知る」だけにとどまってしまう。鶴
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　巻教論の発鷺にみられたように，学習者にそれま

　での学習経験を想起させ，綾らが感覚的にとらえ

　ている…一体験知」を巧みに湧き出しながら，新しい

　課題について「わからせて」いかなければならない

　のである。

　　さらにこのとき流される鋳報は，善はねとびと

　いうのは，どんな運動経遍をたどるのかといった

外面的なことばかりではなくて．いったいどうず

ればそれが上手にできるのかという，技術的な内

容をも含んでいる必要があることは当然である．

すでに蕪濯も述べたように，見るということはわ

かるための重要な行為であり，運動学習において

は，ただ漫然とその運動の経過をながめるのでは

なく，馨式鼓鰍Sc魏鵬te薇嚢ik）と叡・うべ

き，ポイントとなる異鉢的な鉢の動かし方を見て

わからなければ，それはできるということにつな

がってはいかな塾のである。もちろんこのような

意秣での観察能力の育成には，授業の導入蔀分に

とどまらず，あらゆる場嚢1こおいて醗慮されてい

く必要があること1まi論を待たない。

12／準備運翻こおける基礎捜能の養成と運動媚

　蕊観察能力の音域

i〉体畜授業における準備運動の2っの役割

　一一般のスポーツ活動においては，準備運動縁

ウォーミングアップなどと辱ばれて，ランニング

やストレッチングなどによって，主運動の蘇に筋

肉を暖めてほぐし，各縫簾の可動範麟を広げるよ

うな運動が行われる。しかしある運動課題の達成

をめざした体育授業の準鶴運動は，それに越え

て，課題達成の繭提条件となるような基礎技能の

養成をねらった運動や，今繕のようにはじめて経

験するはね動作や，そのタイミングについての感

覚を，あらかじめっかませるための運動も盛む込

まれていなければならない。

　したがって・軽いランニングと一一連の体操を定

食約にやるだけの準備運動と，鶴誉教諭の詣導の

ように，準備運動のいたるところに，主課題を達

成する圭で必要な予備運動が翫置されているのと

では、最終的な課題達成度合において，大きな開

きが生じてくるのは当然である。

　鶴巻教諭は，体育授業におけるこうした準備運

動の二つの役割を十分ふまえた圭で，鉢操によっ

て籔肉や関簸をよく縮縫させてから，次のような

基礎技能養成のための予備運動を行わせた。

　すなわち，

　　　i　ゆっくりとした大きな前転

　　　2　養魑立

　　　3　首倒一立からの繭。翅

　　　4　首支持蕩屈姿勢から足を勢いよく振多趣す

　の塁つである。

　2）予備運動をゆっくりやることの意秣

　　ここで注§すべきこと1ま，鶴拳教諭がこうした

　一連の予備運動を，非常にゆつくむと確実におこ

　なわせ，懸々の晃童のなかに生じる海藻感覚に注

意を払うように鮨導していたことである。

　古典的な心鍵学の法則の一つに，ウェバ＿．

　フェヒナーの法則というのがある。これを一言で

　まとめるならば，一刺激と薦嶽に端する反応は対

数の法難1に従う」ということになる。独特な身体

譲1練法を翻珪多したモーシュ・フェルデンクライス

（魏騒磯k蛾s，籔〉1ま，この法則を受けて，「感

受盤を求めるならば，払う努力やはむめの牽轍を

減少させなくてはならない，でなければ小さな違

いがわからない」（文藏3，夢、3§）と書っている。

　つま転音を鍛妙に聴き分けたいなら，大きな

蓄朝嵐は不薬合であり，また毎夜，われわれの

家々をごうごうと照らしてくれている蛍光灯の弱

りにしても，太陽の強烈な光の下では，少しもそ

の明るさを感じることができないということなの

である。

　これと轟様1こ，われわれが運動すること毒こよっ

て生じる，さまざまな感覚篶鞍を鋭敏にキャッチ

するためには，スピードが速く動きの激しい運動

では，なかなか織総な感覚猜鞍をとらえることは

難しい。もちろん運動の習熟が進めば，そうした

ことも次第に薄能になってくるのではあるが，運

動学習の簿期で縁，ゆつくむ行わせながら，まず

その運動の感覚をつかませることが，何よりも必

要である。いわば絶えず自分がわかる範醗で，次

第にそのスピードやテンポを速めていくように醗

癒するべきなのである。

　もちろん単なる感覚癖象は，そのままで§己観

察につながるわけではないが，鶴巻教護は予騰運

動の練習を，ゆっくりと脅分の動きがよくわかる

ように行わせることによって，晃童に濤己の運動

に対する気づきのカ（運動内観力，運動の藏己観

察能力〉を育てていこうと意緩していた点は，と

かくただ反復練習に終始しがちな予備運動の指導

が多いなかで，葬常に高く評慰してよい点である

と考えられる。
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2　展鱒における観察能力の育成

鋤　金上蔚転の予縢練習による観察能力の音域

　蓉はねとびの段賠練習は，まず縦のとび箱で台

墨羨転をするところから始められた。ここでは響

転の後辛で足を大きく振り，霧手で押し放すよう

に指示され，晃童たちへの意識化が鐵られた。こ

の時，安全確保のために交替で轄豹者に立つよう

に詣1承が鐵された、そして講覇者には，懇転後半

での足の鋭い振りと，両手での押し放しがうまく

行われているかどうかを観察させ，そのつど実施

者1こ観察結果をフィードバックさせていた。この

ことは，謬アルタイムで実施者1こ外から見た観察

結集が伝えられるというメリットばかりではな

く，幣勘考自身が実施煮となって跳ぶときのポイ

ントを，意識此させることに成功していた。また

実施者にも，そのポイントが果してうまく行えて

いたかどうかについて，繰り返し自己観察を行わ

せ，それを縫に出させることで，講勘考やグルー

プ内の仲閤による地者観察結果と，裳己観察結果

を発童嚢らが熱合し．次の練習に生かすといった

ことが薄能となっていた。

　この場合のように，運動学習の灘に意識される

べき実施上のポイントと，地者の運動を観察する

場合の観察ポイントとは，ほとんど…致してい

る。したがって教癖は，§己観察にせよ飽者観察

にせよ，どちらの場会・でも適切な観察ポイントを

しぼって，晃童たちに提示してやる必要がある。

この適切な観察ポイントとは，その技の成否を

握っている技術ポイントであり，教錘はそれにつ

いて最低鰻の知識を備えておかなければならな

い。そしてこのことは溝時に，体欝科教育におけ

る教軽覇究の中心的な課題でもある。体育科教育

における教材とは運動そのものであむ，それにつ

いての認識を深めることをせず，ただ定石銘した

詣導方法ばか鯵を数多く集めて，それを縛の疑い

もなく醗霧するのでは．あま鱗こ易きに逸すると

いうものである。

　繰り返すが，運動学的な認識に支えられた髭確

な技徳精鞍を矯っているということは，教騒自ら

が鋭い運動観察鰻をもっことにとどまらず，児童

たちの警建観察や地霧観察の能力を向、とさせるこ

とができる的確な観察ぷイントの提示を，授業の

随翫に行うことができるということなのである。

そしてそのことなしには，たとえば幼晃でもわか

るようなとび籍がとべたという，いわば結果しか

見えないということが起こったり，あるいは運動

の成否とは直接麗係のない，枝葉末簾の部分ばか

りが馨に残るということになってしまうのであ

る。

／2）金上前転から蒼はねとびへ

　さて続いて練習は，横のとび籟で善支持のみの

金上前転に移る。この持すでに十分な運動レディ

ネスを備えている児童は，懇転の後学部で，鋭い

はね動舞をみせるようになり，善はねとびへとス

ムーズに移行していく。鶴誉教諭も指摘している

ように，この時点でまだ糞はねとびができない晃

童の多くは，腰を鋭くはね檸ばすタイミングがつ

かめていない。このことを蓬解させるために，鶴

拳教諭は二つの方法学的補麟手段（Me撫。綴s曲総

量｛籔s獄鑑e豊）を繕いた。

　すなわちその一つは，すでにうまくできている

児童と，まだうまくできていない鷺童の癒方の運

動経過をビデオに叡め，その場で全員に観察させ

るという方法である。またもう一つは，腰を鋭く

はね檸ばさなければいけな塾タイミングをとらえ

させるために，教麟の瞬くタンバサンの音，つま

む聴覚灘激を与えることによって，§分が意識し

たタイミングと，実際の動きとのズレを児童に短

らせ，少しづっ動きの修髭を§発的に行わせてい

くという方法である。

　まず，良い動きとまだ欠点のある動きを，ビデ

オを驚いて比較観察させるという第iの方法につ

いて，若干の考察を纐えておきたい。ここ総軍ほ

どのビデオ機器の進歩はめざましいものがあり，

体育の授業場面でも，頻繁に利罵されるように

なっている。そしてかつては高緬な機械でしか養

えなかったスローモーションや薄掛露，あるいは

一コマ送参なども籟雛に鵜矯することができるよ

うになった。

　欝書4年の雪「サンゼルスオ琴ンピックを契機とし

て，アメ撃力で確立されていったAC露P（A搬e－

rica鍛Co＆c熱R霜覆艶ctiマ8取essP罫。群＆溢）のプ

鷺グラムは，技術，体力，心理など多鼓にわたっ

ているが，その技衛部門を握当しているク事フスチ

ナ，R．W．（C雑益st溢a，R．W、）コーコス，王）．

M．（Corcos，至）．M．〉は，その著弱Co＆c魏sG娘羅e

to　T奪＆嶺搬奮恥ort　Sk濃s”（8本語書名　スポー

ツ技衛の捲導）のなかで，ビデオによる妓籍学習

の利点について，次のよう1こまとめている（文戴

i夢．§3）。
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　　秘点

　　　i　必要に感じて，｛畷響でも晃廃すことがで

　　　　きる。

　　　2　いろいろな角度から観察することができ

　　　る。

　　　3　どデオを利絹することで．ノーマルス

　　　　ビードの観察ばかりでなく，ス覆一モー

　　　シ葺ンや薄髭醸によって，肉鰻ではとらえ

　　　きれないような運動の細かな轟嚢まで観察

　　　することができる。

　　　4　教材の提示や議鋸のために，教懸脅らが

　　　良い示籠を示すことができなくても，あら

　　　かじめビデオでお手本となる趨茎動を収録し

　　　ておけぱ，それを観察させることで，課題

　　　を摺痙させ，課題解決のポイントを運解さ

　　　せることができる毒

　しかしこうしたメ夢ットを持ち，また現在で

は，ほとんどの小学校でビデオ装鐙の秘零が可能

になっている状況であるにもかかわらず，緯書授

業のなかでのどデオ秘濯は，いまだに十分で縁な

いというのが実精ではないであろうか。多くの教

麟は，総々の児童の運動をそれぞれどデオに叡

め，全翼で箆較観察の機会を設ければ，麺々の課

題も農ずから明確になり，また纏に対する観察力

も育っていくことを重々承知しっっも，実際の授

業では，なかなかうまく養いきれていないようで

ある。

　その大きな原翼としては，小学校の体育授業時

賜は一般に勢分であり，そのなかではどうして

も，実際に身体を憂つた練習が大濠分を占めるこ

と妻こなむ，教材を知的尋こ蓬解することは』二の次に

されがちだということがある。飯に体育のような

技能教科ではなく，教室を主体として行われる認

識教科において，ビデオやその麹のメディアを棚

耀しようとする場合には，ほとんど時懸的な資ス

もなく・授業の流れに沿ってスムーズに養われて

いくことであろう。

　ところが体育授業の場合には，授業の導入にお

ける教軽の提示や説窮に，どデオを利耀すること

にはそれほど大きな支障はないものの，活発な本

練習のなかで展開されるさまざまな運勢経遜を撮

影し，…旦練習を中擬してそれを全員で観察す

るというのは，いかにも時霧的な効率が悪くなっ

てしまうgすなわち，授業の展開の最中に，　ビデ

オを舞濡して観察を行わせるためには，どういう

　硬豫をどのくらいの時間，どんな点を意識させて

　観察させるかということが講題となってくるので

　ある。

　　今露の授業のなかで，鶴巻教諭の行ったビデオ

　提示は，こうした点をほとんどク章ファーしたもの

　であったと評緬できる。すなわち，一連の予備運

動や予礒練習を経て，犠置きのとび籍を縫った台

．上議｝転の練習の後楽で，クラスの3分の2以上の

晃童が，壌彗転の後楽に両手でしっかり押し放し

ながら腰を1まねのばしてみなさい」という教轟轟の

詣示に反癒し，ほとんど蒼はねとびといってよい

動きを示し始めた頃をみはからって，そのうちの

代表的なものをいくつかビデオで収録した。矯時

に，まだ腰のはね動舞がうまくいかない晃童の鋼

も，遽じようにいくつかのできないパターンを選

んで撮影した。

　そしてその直後に，全員をモニターの鋳に集合

させ，替はねとびができはOめた舞と，いまだに

金上麟転にとどまっている擁とを再生し，全員で

鐘鼓観察をさせた。もちろんこの時の再生は，は

じめにノーマルスピードで，続いてス9一モー

シ雪ンやストップモーションで行われ，癬転後睾

の腰はね動鐸の違いが，全員に鱗確になるように

翫憲され，また説鱗も換えられた。

　この縛，教轟が先に説明をするのではなく，ま

ず何人かの児童に，それぞれの運動経遍の違いに

ついての観察結果を発表させ，それを補足するか

たちで教舗の議題が換えられたことも注意すべき

点であろう。このビデオによる銑較観察に要した

時罎は，約5分であった。本練習の最中のどデオ

観察など1こよる身体活動の車懸1ま，これ以上長く

なることは避けた方がよいと考えられる。

　この観察に続く，7・8分ほどの首はねとびの

練習において，ほとんどの児童が課題を達成でき

たことから見ても，懇々の修晃ポイントを擢握で

きて，どデオ観察後の練習にのぞむことができた

という点で，葬常に貴重な5分間であったといえ

よう。また観察能力の育成という点でも，地者の

運動に輯するまなざしは，この時点で非常に鋭い

ものになっており，小学生とは思えないような的

確なアドバイスを，お互いに送っていたことも特

筆に魅しよう。

　ただ～っだけ今後の課題として検討すべきは，

さらにどデオ観察を効果的にするために，観察の

麟象となった箆童の嚢己観察結果をも発表させ，
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全員に縫かせることをもう少し入れた方が，より

効果的ではなかったかということである。そうし

たことを通じてはじめて．懲己観察の地者観察

牝，地者観察の痘己観察化というものが，児童の

あいだで旛互に行われることになると考えられ

る。

　以、と，体育授業におけるビデオを拳螺した学習

課題の再認識の問題について考察してきたが，こ

こで瞬らかになったように，観察するために必要

な鼻知”をもっていないものにとっては，それがど

んなにゆつく参と再現されても，あるいは薄窪麹

として提供されても，そこから学習紅役立っ有絹

な燐輯を得ることはできないのである。すでに透

べたように，われわれはいかなる場合にも，ある

“知”に基づいた題題意識をもって現象を見なけれ

ば，そこからなにごとをも直観することはできな

い、さらに総かくいえば，その駿橡を地者のもの

としてではなく，あたかも嘉らが行っているかの

ごとく共感をもって見れるようになったときにこ

そ，こうした観察による学習は葬常に実り多いも

のになむ霧るのである。

　鶴巻教諭が，どの観察レベルまで児童たちを導

き得たかは疹1にしても，少なくとも単なる硬豫の

提示ではなく，そのビデオを號較観察し，それぞ

れが観察したポイントについて発表し，さらに教

套爾力くそれを補足説明するという㎜一連の重毒動によっ

て，非常に質の高い体育授業が実践されたといっ

てよい。こうした活動を通じてすでにできている

児童も，またまだできていない発童のなかにも，

着’はねとびについてのより深い認識と気づきがも

たらされ，ほとんどの児童が碍できつつわかる”や

“わかむっつできる柑ということを実現しながら，

課題を達成していったことをここで改めて評慰し

ておきたい。

！翁　聴覚勅激を鵜篤した選切なタイミングの鴛導

　さて，授業の仕上げとして，菖はねとびを全員

がとべるようになるという醤標をもって，最後の

練習に入っていった。すでに運べたように，この

時点で，まだ腰のはね動作がうまくいかない整童

が数名残されていた。この時，鶴巻教諭のとった

方法が，タンバ寧ンの音によって，腰をのばす適

切なタイミングを短らせるという，いわば聴覚猛

弩・を利零した指導である。

　鰺懸軍代にすでに罫体育の一一船方法学蝋A至亜gを

購e沁εMe塩。磁k4er　Le沁8s語獄ge痴を著し

たオースト13一のフェッツ伊etz，F．）は，この

聴覚的補勤手段嬢擁stise盤es蓄｛潔s獄itte墨）を，

1『

ｹ響でアクセントをつけることで，運動の習得

を容易にしょうとする指導方法上の…手段であ

る、、と定義している。そしてその内容としては，

　3〉数による捲子皺む

　紛タンバ董タンと季拍子

　c）音楽鐸奏

　謹）蓼ズムをつける音節

などがあるとしている（文献2，s．茎2§一難）。

　すでに述べたビデオ観察，とくにス覆一モー

ションや，ストップモーションによる運動の総か

な部分的観察は，確かに運動中の姿勢の違いを知

るには，きわめて有効な手段である、しかし運動

というのは，こうした空懸的一時間約分簸毒こよる

控握だけでは不十分であむ，運動の毒フズムや流れ

といった力動的一時懸約分簸の藏からも認識して

いかなければならない。すなわち，すでに述べた

ように，善はねとびの場合でいえば，まげておい

た腰を鯵ぱす動作が不再欠であるということが理

解され，現実にそれが全体の運動経過のなかで行

われたとしても．鯵ばしがあまりに早い時機に行

われれば，露転不逞を引き起こしてしまうし，ま

た逆に遅すぎれば，金上穂転と変らなくなってし

まうのである。このように運動というのは，ある

一定の姿勢変化が，適切なタイミングで行われて

こそ達成されていくものなのである。

　すでに鶴巻教諭の授業からも覇らかなように，

多くの児童はこうした適切なタイミングを，教轟

の示籟や仲間の練習を見ることによってや，ノー

マルスピードのビデオを観察することで，その團

有の華ズムやテンポを自分のなかに無意識にとむ

こむことに成功している。ところがある局藏で腰

を鋭くはね1麟ますということは，薙かに頭で理解

できており，轟分ではそこで／申ばしているつもり

でも，実際にはタイミングがずれてしまっている

ということがよくある。　したがって，こうした力

動的なずれに離しては，今癖のように聴覚的鵜激

によって，そのずれをわからせることが非常に有

効な手段となるのである。

　この場合は，音朝議によって，児童に運動のリ

ズムやテンポ（力動的一時閣約分簾〉に鰐する自己

観察を綻し，いわゆる適切なタイミングで腰の紳

ばしができるように指導したわけである。こうし

た方法によって，ビデオによる駿像椿報を理解す
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るだけでは，まだ蕩はねとびができなかった数名

の晃童も，数分の後には，腰のはね緯ばしをいい

タイミングで行えるようになり，時閣内には全員

が首はねとびをできるようになったのであった。

　最後1こ，全員を集合させたところで，首はねと

びを習得していく遍程で，燧々の懸が行った麺

者観察や慮豊観察の結果を，いくつか篶単に発表

させ，ポイントを再度確認させていた。またそれ

ぞれの観察結果や課題解決のための嚢分なりのコ

ツ1ま，体濤ノート1こ記録させるところまで，てい

ねいに指導がなされていた。

　さて，これまでの考察から，今回の鶴巻教論の

授業は，その開始から終了までに至る全過程にお

いて，観察縫力を育成しっっ，全員に課題を達成

させるという§標を果たすため紅，非常に総やか

な揚導が欝滋され，かつ実践されていたことが騨

らかにされた。今懇の授業縁，教韓の本質的理解

に始まって，児童の現状の技能掘握，それに応じ

た適切な麩標の設定，それを達成するための具捧

的かっ効果的な方法論の構築と実践などが，葬常

にしっかむと行われた良い糎ではないかと考えら

れる。またこうした積み重ねがあったからこそ，

憲頭1こも述べたように，硬究公覇に参醸した多く

の教麟から高い評癒を得ることができたのであろ
う。

W　おわ蓼に

　体育科教商における運動観察能力の育成につい

て，蕗掻の論文で遽べた運論約枠纏をベースに，

今撰は，福島大学醗霧小学校の平成2零度の覇究

公開で発表された鶴巻弘士教護のとび箱運動の授

業について，運動学ならびに方法学的な立場か

舷授業の流れに沿って考察を進めてきた。鶴巻

教諭の今繕の授業は，確かにすばらしい実践のひ

とつではあったが，それは単にi暗闘の授業のあ

いだに，全員が課題を達成できたからというので

は決してない。授業の良否を課題の達成度だけで

甥隣するのは，イ本育科教鳶の立場からは，あまり

に軽率にすぎるというものであろう。また，橿島

大学購霧小学校の児童が，覇究公麗に鋳えて，特

雛多くの時懸を課題の練習に費やしたのでもなけ

れば，まして葬常に運動能力にすぐれた晃童ばか

りを集めたクラスであったわけでも決してない。

　むしろ本論で考察してきたように，そうした表

面的な技能の織．Lは，穏至彗に準備された教材緕究

緯§苺年魏月

と的確な捲導考按論の成果であり，またそうした

活動のなかで，児童のなかに確かな地者観察と自

己観察の能力が奢っていった集大域と言えるので

縁ないであろうか。今後このような体蕎授業が数

多く実践されることを甥待むて，本論のおわりと

したい。
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